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代
表
・
一
般
質
問  ※

７
〜
17 
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

今
定
例
会
で
は
、
９
月
７
、
８
日
に
15
名
の
議
員

が
代
表
・
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

ピックアップ 第３回定例会（９月）で決まった注目事業（補正予算）

市
内
保
育
所・放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

空
気
清
浄
機
を
設
置

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
維
持
管
理
事
業

市
内
保
育
所
補
修
事
業

1760万円

第３回定例会（９月）の概要
　

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
が
８
月
26
日
か
ら
９
月
22

日
ま
で
の
28
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
丸
市
長
か
ら
条
例
案
５
件
、
補
正
予
算
案
７
件
、

決
算
認
定
案
18
件
、
同
意
案
１
件
、
ほ
か
８
件
、
合
わ

せ
て
39
案
件
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。  ※

４
ペ
ー
ジ
参
照

　

一
般
会
計
補
正
予
算
案
は
、
補
正
額
を
18
憶
１
７
２
７

万
４
千
円
と
し
、
予
算
総
額
を
３
４
８
億
５
８
８
５
万

８
千
円
と
す
る
も
の
で
し
た
。　

               ※

下
段
参
照

　

決
算
議
会
と
い
わ
れ
る
今
定
例
会
で
は
、
令
和
３
年

度
一
般
会
計
決
算
を
は
じ
め
、
14
の
特
別
会
計
、
お
よ
び

３
つ
の
企
業
会
計
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
一
般
会
計

に
つ
い
て
は
、
歳
入
か
ら
、
歳
出
と
翌
年
度
に
繰
り
越
す

べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
が
約
23
億
８
３
１

６
万
円
と
な
り
過
去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。

　

条
例
案
の
う
ち
、
議
案
第
65
号
に
つ
い
て
は
討
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。　

                        ※

３
ペ
ー
ジ
上
段
参
照

　

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
２
件
の
請
願
が
あ
り
、
う
ち
１
件
に
つ
い
て

は
、
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。     ※

３
ペ
ー
ジ
中
段
参
照

・
コ
ロ
ナ
の
感
染
対
策

・
県
の
補
助
金
を
活
用

令
和
３
年
度
決
算
を
認
定

実
質
収
支
額
は

過
去
最
大
の
黒
字

　
令
和
４
年
第
２
回
臨
時
会
が
８
月

４
日
に
開
催
さ
れ
、
金
丸
市
長
か
ら
、

議
案
２
件（
議
案
第
59
号
、
議
案
第
60

号
）の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、２
件
と
も
、
全
会
一

致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

  

臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

■
若
草
保
育
所
園
舎
建
築
工
事

　（
建
築
主
体
工
事
）
請
負
契
約

　
の
締
結

 

契
約
の
金
額　

５
億
４
６
７
０
万
円

 

契
約
の
方
法　

事
後
審
査
型
条
件
付

　

一
般
競
争
入
札
に
よ
る
契
約

 

契
約
の
相
手
方　

長
田
組
土
木
・
市

　

川
工
務
店
若
草
保
育
所
園
舎
建
築

　

工
事
（
建
築
主
体
工
事
）
共
同
企

　

業
体

 

工
期　

議
決
日
の
翌
日
か
ら

　
　
　

令
和
５
年
６
月
30
日
ま
で

議案第60号 議案第59号

第２回臨時会（８月）の概要 8月4日開催

8月26日～９月22日開催

▲

■
財
産
の
取
得

　（
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
）

 

品
名　

基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器

 

購
入
方
法　

一
般
競
争
入
札

 

購
入
金
額
　
３
３
０
１
万
４
３
０
０
円

 

購
入
先　

株
式
会
社
Ｙ
Ｓ
Ｋ
ｅ
ー
ｃｏ
ｍ

一般会計

市
内
５
カ
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

防
犯
対
策
事
業

247万円

・
犯
罪
の
抑
止
、
事
件
等
の
早
期
解
決
、
安
全
で

　

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

（
果
樹
等
の
盗
難
防
止
対
策
）

防
犯
カ
メ
ラ
等
の
設
置
に
補
助
金

南
ア
ル
プ
ス
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業

382万円

・
県
の
や
ま
な
し
未
来
農
業
応
援
事
業
を
活
用
し
て

　

盗
難
防
止
対
策
を
行
う
事
業
者
に
対
し
、
市
単
独

　

の
補
助
金
を
上
乗
せ
し
て
交
付

地
権
者
か
ら
事
業
用
地
を
購
入

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整
備
事
業

12億2151万円

・
事
業
用
地
購
入
費
等
に
つ
い
て
の
予
算

ト
イ
レ
設
置
工
事
の
設
計

白
根
中
央
公
園
施
設
整
備
事
業

355万円

・
白
根
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
新
た
に
ト
イ
レ 

　

 

設
備
を
設
置
す
る
工
事
の
設
計

若
草
小
学
校
の
改
築
に
向
け
た
設
計

若
草
小
学
校
改
築
事
業

１億6380万円

・
既
存
校
舎
の
解
体
設
計

・
新
校
舎
の
建
設
設
計
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　 条例上曖昧さがある部分をさらに精査する必要がある。

しっかりしたものをつくり、 その上で予算を執行すること

が必要だ。 スケジュールとしても間に合うので、 12月定例

会に基盤整備費の予算と一緒に条例案の再提出を。

議案第65号   南アルプスIC新産業拠点整備事業に係る
　　　　　　　企業立地支援条例の一部改正について　　

討 論　　                         私はこう考える

曖昧さ残さず、

精査して再提出を

名取 泰 議員反　

対

賛　

成

賛成！ 反対！

　 今回の一部改正は、 新産業拠点整備事業を進める中で、

必要な改正である。 社会情勢の変化や、 必要性が大きけれ

ば改正には柔軟に対応すべきであり、 詳細な事項について

は、 規則や要綱等で定めるべきである。

事業を推進するためには、

必要な改正

戸栗 淳 議員

討論後の起立採決の結果、賛成多数で原案は可決となりました。

請願第４－４号  　「すべてのケア労働者の大幅賃上げを求める意見書」の
  　　採択を求める請願書　　　　　　　　　　

  　　     
請願の概要

　　　　  
下記の項目の早期実現を求め、議会から国等へ意見書を提出すること

　　　　　　　　　　　　　　・すべてのケア労働者を対象とした処遇改善事業を実施すること。
　 　　　　　　　　　　　　    ・月額４万円以上・時給250円以上の引上げが実現するよう事業所に対する
　　　　　　　　　　　　　　　支援を行うこと。

　 対象者、 対象事業所、 賃上げ額の根拠が不明確で、 支

援内容も具体性に欠ける。 賃上げにより経営が苦しくなる

事業所の声もある。 先ずは、 賃上げしやすい環境を整備

することが最優先である。

対象者や支援内容等が

不明確

河野 木綿子 議員反　

対

賛　

成 　 処遇改善事業では、 訪問看護師、 地域包括、 ケアマネ、

養護老人ホームなどは対象外とされたが、 現場に線引きを

せず、 全産業平均との格差解消を明確に掲げた賃上げこそ、

現場や利用者に求められているため賛成する。

明確に全産業平均との

格差解消を

松野 昇平 議員

討論後の起立採決の結果、賛成多数で請願は採択となりました。

　
令
和
４
年
第
３
回
臨
時
会
が
10
月
11
日
に
開
催

さ
れ
、
金
丸
市
長
か
ら
、
議
案
１
件（
議
案
第
78
号
）

の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

  

臨
時
会
で
決
ま
っ
た
補
正
予
算

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金
支
給
事
業

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
給
付
金

 

内
容　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
給
付
金

　
　
　

 （
１
世
帯
あ
た
り
５
万
円
）を
支
給
す
る

 

目
的　

物
価
高
騰
の
影
響
が
大
き
い
、

 　
　
　

低
所
得
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る

 

財
源　

国
の
補
助
金
を
活
用

３億２２０６万円

第３回臨時会（10月）の概要 10月11日開催

▲

  　　  議案の概要　　　　　
 南アルプスＩＣ新産業拠点整備事業について、立地の定義に市からの事業用地の

　　　　　　　　　　　　　 取得を加える。
　　　　　　　　　　　　　　   現　行   「市から事業用地を借り受け、事業を開始すること」
　　　　　　　　　　　　　　   改正案  「市から事業用地を取得し、又は借り受け、事業を開始すること」

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
に
伴
う

福
祉
医
療
保
育
施
設
等
緊
急
支
援
事
業

医
療
、介
護
、障
害
、保
育
施
設
に
給
付
金

 

内
容　

市
内
の
医
療
機
関
、
介
護
施
設
、
障
害

　
　
　

 

施
設
、
保
育
施
設
、
延
べ
３
１
９
施
設

　
　
　

 

を
対
象
に
事
業
形
態
に
応
じ
て
給
付
金

　
　
　

 （
１
０
０
万
円
、
30
万
円
、
20
万
円
） を 

　
　
　

 

支
給
す
る

 

目
的　

物
価
上
昇
を
価
格
に
転
嫁
し
に
く
い
、

　
　
　

 

医
療
や
福
祉
等
の
現
場
を
支
援
す
る

 

財
源　

市
の
一
般
財
源
と
国
の
臨
時
交
付
金
を

　
　
　

 

活
用

１億７６０万円

小
中
学
校
給
食
費(

11
月
〜
３
月)

を
無
償
化

 

内
容　

令
和
４
年
11
月
か
ら
令
和
５
年
３
月
ま

　
　
　

 

で
の
市
立
小
中
学
校
給
食
費
を
無
償
化

 

目
的　

物
価
高
騰
に
直
面
す
る
保
護
者
の
負
担

　
　
　

 

軽
減
を
図
る

 

財
源　

国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用

８９６７万円
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令和４年  第２回臨時会・第３回定例会・第３回臨時会  審議した議案とその結果
〇：賛成
×：反対 結

　

果

藤
田
亜
由
未

保
坂
　

健

飯
野
多
惠
子

三
枝
　

守
和

松
野
　

昇
平

戸
栗
　

淳

三
木
　

充

有
野
　

一
成

櫻
田
　

力

花
輪
　

幸
長

村
松
三
千
雄

野
中
　

國
幹

北
村
千
代
子

矢
﨑
　

俊
秀

名
取
　

泰

小
池
　

伸
吾

斉
藤
　

諭

清
水
　

重
仁

齊
藤
　

博
明

河
野
木
綿
子

小
林
　

敏
徳

第２回臨時会
議案 59 若草保育所園舎建築工事（建築主体工事）請負契約の締結 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 60 財産の取得（基幹ネットワーク機器） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第３回定例会
条例の一部改正
議案 61 職員の育児休業等に関する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 62 税条例等 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 63 過疎対策のための固定資産税の免除に関する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 64
地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及び不均一
課税に関する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 65 南アルプスＩＣ新産業拠点整備事業に係る企業立地支援条例 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度補正予算
議案 66 一般会計補正予算（第３号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 67 一般会計補正予算（第４号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 68 国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 69 後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 70 介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 71 土地取得造成事業特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 72 水道事業会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度歳入歳出決算の認定
認定 1 一般会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定 2 国民健康保険特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定 3 後期高齢者医療特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定 4 介護保険特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定 5 居宅介護予防支援事業特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定 6 芦安農業集落排水事業特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定 7 温泉給湯事業特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定 8 山梨県北岳山荘管理事業特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定 9 芦安簡易水道事業特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定 10 芦安恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定 11 中尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定 12 高尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定 13 城山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定 14 雨鳴山恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定 15 土地取得造成事業特別会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定 16 水道事業会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定 17 下水道事業会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定 18 自動車運送事業会計 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

その他
議案 73 市道路線の認定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 74 市道路線の変更 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 75 令和３年度水道事業会計利益剰余金の処分 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 76 財産の取得 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 77 財産の取得 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 除 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

同意 22 教育委員会委員の任命 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

諮問 1 人権擁護委員候補者の推薦 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

諮問 2 人権擁護委員候補者の推薦 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

諮問 3 人権擁護委員候補者の推薦 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願 4-3

加配定数を維持した上での小学校35人学級の実施、
中学校での35人学級の早期実施、教職員定数改善、及び
義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書

採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願 4-4
「すべてのケア労働者の大幅賃上げを求める意見書」の
採択を求める請願書 採択 〇 × 〇 × 〇 × × 〇 〇 × 〇 × × 〇 〇 × 〇 〇 × × 〇

議員提出議案

南ア議 3

加配定数を維持した上での小学校35人学級の実施、
中学校での35人学級の早期実施、教職員定数改善、及び
義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

南ア議 4 すべてのケア労働者の大幅賃上げを求める意見書 可決 〇 × 〇 × 〇 × × 〇 〇 × 〇 × × 〇 〇 × 〇 〇 × × 〇

上程議案
飯野久議長は議事進行のため賛否表明はしません。

賛否同数の場合のみ、議長裁決として表明します。

第３回臨時会
78 一般会計補正予算（第５号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇議案

欠：欠席
除：除斥
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株
式
会
社
ヒ
カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
と
コ
ス
ト

　
　
　
コ
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

の
２
社
を
指
す
。

　
　
　

条
例
第
８
条
第
２
項
に
「
適
用
企

　
　
　

業
は
、
支
援
措
置
の
交
付
を
受
け
て

取
得
し
た
財
産
を
処
分
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
別
に
定
め
る
財
産
処
分
承
認
申
請
書
を
市

長
に
提
出
し
て
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」
と
あ
る
中
の
「
財
産
」
と
は
、

コ
ス
ト
コ
が
購
入
す
る
土
地
も
こ
れ
に
あ
た

る
の
か
。

　
　
　
条
例
上
の
財
産
に
あ
た
る
も
の
と
考
え

　
　
　
て
い
る
。

　
　
　

条
例
が
規
定
す
る
支
援
措
置
の
内
、

　
　
　

基
盤
整
備
措
置
（
限
度
額
５
億
円
）

に
つ
い
て
は
、
協
定
を
結
ん
だ
ヒ
カ
レ
ヤ
マ

ナ
シ
と
コ
ス
ト
コ
の
そ
れ
ぞ
れ
が
対
象
と
な

る
の
か
。

　
　
　
今
回
の
場
合
は
２
社
を
誘
致
す
る
わ
け

　
　
　
だ
が
、
提
案
と
し
て
は一つ
の
事
業
提
案

と
なって
い
る
の
で
、
２
社
を
合
わ
せ
て
基
盤
整

備
に
対
し
て
限
度
額
５
億
円
と
い
う
か
た
ち
に

な
る
。

　
　
　

条
例
が
規
定
す
る
支
援
措
置
の
内
、

　
　
　

産
業
立
地
奨
励
金
に
つ
い
て
は
、
常

時
雇
用
労
働
者
数
に
よ
り
交
付
額
が
異
な
る

が
、
そ
の
数
の
算
出
方
法
は
。
２
社
そ
れ
ぞ

れ
の
常
時
雇
用
労
働
者
数
に
よ
り
算
出
す
る

の
か
、
２
社
の
常
時
雇
用
労
働
者
の
合
計
数

で
算
出
す
る
の
か
。

   

総
務
常
任
委
員
会

●
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
改
正

　
　
　

職
員
の
育
児
休
業
・
育
児
参
加
の

　
　
　

た
め
の
休
暇
を
よ
り
柔
軟
に
取
得
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
大
切
な
条
例
の
改

正
で
あ
る
が
、
非
常
勤
職
員
に
関
す
る
内
容

を
対
象
と
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
条
例
の
改
正
に
は
、
常
勤
職
員
も
含

　
　
　
ま
れ
て
い
る
。

●
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整

　

備
事
業
に
係
る
企
業
立
地
支
援
条

　

例
の
一
部
改
正

　
　
　

こ
の
条
例
は
、
事
業
用
地
に
誘
致
す

　
　
　

る
企
業
に
対
す
る
支
援
措
置
を
規
定

し
て
い
る
が
、
こ
の
企
業
と
は
、
今
回
の
場

合
ヒ
カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
、
コ
ス
ト
コ
、
応
募
代

表
者
の
ア
ル
プ
ス
の
う
ち
ど
れ
を
指
す
の
か
。

QA

Q

A

Q A

９
月
議
会

 

常
任
委
員
会

委
員
長
報
告

　

常
任
委
員
会
の
質
疑
の
要
約
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
各
常
任
委
員
会
で
は
、

条
例
案
な
ど
予
算
以
外
の
案
件
に
つ
い

て
審
査
し
ま
し
た
。

Q

AQA

く
な
る
と
、
地
域
に
よって
は
学
校
現
場
への
い

ろ
い
ろ
な
事
業
の
導
入
が
不
透
明
に
な
る
と
感

じ
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
校
現
場
と
し
て
は
、
教
職
員
が
必

要
で
あ
り
、
で
き
れ
ば
国
庫
負
担
を
２
分
の
１

に
戻
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
最
低
限
３
分
の
１

は
堅
持
し
、
必
要
な
人
員
が
配
置
で
き
る
よ
う

に
し
て
も
ら
い
た
い
。

●「
す
べ
て
の
ケ
ア
労
働
者
の
大
幅
賃

　

上
げ
を
求
め
る
意
見
書
」の
採
択

　

を
求
め
る
請
願
書

　
　
　

訪
問
ヘ
ル
パ
ー
等
の
人
員
確
保
の
問

　
　
　

題
に
、
今
回
の
請
願
は
繋
が
っ
て
い

く
と
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
困
難
で
過
酷
な
現
場
に
見
合
わ
な
い

　
　
　
賃
金
体
系
か
ら
人
手
が
な
か
な
か
集

ま
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
賃
上
げ
が
人
材
確

保
に
も
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。　

　
　
　
「
す
べ
て
の
ケ
ア
労
働
者
」
と
は
、
ど

　
　
　

の
よ
う
な
方
々
を
指
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
、「
月
額
４
万
円
以
上
、
時
給
２
５
０

円
以
上
の
引
き
上
げ
が
実
現
す
る
よ
う
事
業

所
に
対
す
る
支
援
を
行
う
こ
と
」
と
あ
る
が
、

こ
の
事
業
所
の
対
象
は
ど
こ
な
の
か
。

　
　
　
医
療
、
介
護
、
保
育
、
福
祉
の
現
場

　
　
　
で
働
く
職
種
全
て
で
あ
り
、
病
院
内
、

施
設
内
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
も
含
め
た
全
て

で
あ
る
。

   

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

●
加
配
定
数
を
維
持
し
た
上
で
の
小

　

学
校
35
人
学
級
の
実
施
、
中
学
校

　

で
の
35
人
学
級
の
早
期
実
施
、
教

　

職
員
定
数
改
善
、
及
び
義
務
教
育

　

費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を
図
る
た

　

め
の
請
願
書

　
　
　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
率
が
２
分
の

　
　
　

１
か
ら
３
分
の
１
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
国
が
示
す
水
準
の
教
育
を
行
う
こ
と

が
困
難
に
な
っ
た
か
、
ま
た
、
各
自
治
体
の

政
策
や
予
算
で
生
じ
る
自
治
体
間
で
の
学
校

格
差
に
つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
　
国
の
義
務
教
育
費
の
国
庫
負
担
に
つ
い

　
　
　
て
は
、
県
や
市
が
負
担
す
る
割
合
が
多

QA

A QAQ

　
　
　

別
々
の
企
業
と
し
て
算
出
す
る
。



南アルプス市議会だより No.78　 06

設
備
を
導
入
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
既
存
設
備
の
改
修
の
み
で
あ
る
。

●
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点

　

整
備
事
業

　
　
　
事
業
用
地
購
入
費
の
価
格
設
定
は

　
　
　

適
正
か
。

　
　
　
土
地
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
鑑
定
を

　
　
　
行
っ
て
お
り
、
不
動
産
鑑
定
の
結
果

に
基
づ
い
て
金
額
を
設
定
し
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
、
適
正
で
あ
る
。

 
決
算
審
査 

  

一
般
会
計

●
財
政
調
整
基
金
積
立
金

●
減
債
基
金
積
立
金

　
　
　

基
金
へ
の
積
立
に
つ
い
て
は
、
今
負

　
　
　

担
す
る
の
か
、
将
来
負
担
す
る
の
か

と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
こ
の
バ
ラ
ン
ス
は

ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
合
併
特
例
債
が
今
年
で
終
了
す
る
。

　
　
　
一方
、
老
朽
化
し
て
い
る
公
共
施
設
の

改
築
・
改
修
な
ど
多
額
の
財
政
負
担
が
想
定

さ
れ
る
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
計
画
的
に

公
共
施
設
の
整
備
等
を
進
め
る
た
め
、
起
債

の
繰
上
償
還
と
基
金
の
積
み
立
て
を
行
っ
て
い

る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

●
不
妊
治
療
助
成
事
業

　
　
　

不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
に
対

　
　
　

し
て
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
と

  

質
疑
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す

 

補
正
予
算
審
査 

  

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

●
防
犯
対
策
事
業

　
　
　

市
内
５
カ
所
に
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
を

　
　
　

設
置
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、カ

メ
ラ
や
映
像
の
管
理
は
ど
こ
が
担
当
す
る
の

か
。

　
　
　
防
災
危
機
管
理
課
が
行
う
。

　
　
　

地
元
の
自
治
会
に
費
用
負
担
は
発
生 

　
　
　

す
る
の
か
。

　
　
　
今
回
設
置
す
る
５
台
の
防
犯
カ
メ
ラ

　
　
　
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
市
で
負

担
す
る
。

●
陸
上
競
技
場
３
種
公
認
取
得
事
業

　
　
　
櫛
形
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
の
３

　
　
　

種
公
認
の
期
限
が
令
和
５
年
度
末

ま
で
の
た
め
、
公
認
の
更
新
に
向
け
た
工
事

設
計
業
務
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
新
設
の

い
う
こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
申
請
者
数
は
何

人
か
。
ま
た
、
ど
れ
く
ら
い
の
方
が
妊
娠
に

成
功
し
た
の
か
。

　
　
　
申
請
の
数
は
延
べ
１
５
２
、
実
申
請

　
　
　
者
数
は
76
組
、
こ
の
う
ち
６
割
近
く

の
、
46
組
の
方
が
妊
娠
に
成
功
し
た
。

●
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
事
業

　
　
　

令
和
４
年
度
の
カ
レ
ン
ダ
ー
か
ら

　
　
　
「
家
庭
ご
み
の
種
類
・
分
け
方
」
　
の
一
覧

が
な
く
な
っ
て
い
る
が
そ
の
理
由
は
。

　
　
　
「
家
庭
ご
み
の
種
類
・
分
け
方
」の一覧

　
　
　
は
冊
子
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
た
が
、
市
民
の
方
か
ら
こ
の一
覧
に
つ
い

て
は
冊
子
と
は

別
に
し
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望

が
複
数
あ
っ
た

の
で
、
令
和
４

年
度
か
ら
は
特

出
し
で
１
枚
に

し
て
冊
子
に
挟

み
込
む
と
い
う

対
応
に
し
た
。

●
指
定
管
理
施
設
の
管
理
運
営
事
業

　
　
　

指
定
管
理
施
設
の
減
収
補
填
に
つ
い

　
　
　

て
、
今
後
も
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
な

形
で
継
続
し
て
補
填
し
て
い
く
と
い
う
考
え

で
い
い
か
。

　
　
　
指
定
管
理
施
設
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

　
　
　
で
利
用
制
限
措
置
を
講
じ
な
が
ら
運

QA

A

営
を
し
て
い
る
。
各
施
設
と
も
市
民
生
活
に

密
着
し
て
い
る
の
で
、
福
利
厚
生
等
の
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
、
ま
た
、
指
定
管
理
者
の
雇
用

の
維
持
の
た
め
に
も
、
減
収
補
填
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q

QA

 　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
９

月
１
日
、
12
日
〜
16
日
、
20
日
に
補
正
予

算
お
よ
び
決
算
に
つ
い
て
、
議
長
を
除
く

全
議
員
で
審
査
し
ま
し
た
。

A Q

A Q

A

Q

 

審
査
結
果

　

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
全
て
可
決
お
よ
び

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
ま
り
ま
し
た
。

A Q

決
算
審
査
の
充
実
に
向
け
て

　

決
算
審
査
の
終
了
後
、
予
算
決
算
特
別
委

員
会
の
全
委
員
に
よ
り
、
今
後
の
決
算
審
査

等
の
改
善
に
向
け
た
課
題
等
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
内
容
は
本
会

議
最
終
日
の
委
員
長
報
告
に
お
い
て
、
予
算

決
算
特
別
委
員
会
の
齊
藤
博
明
委
員
長
か
ら

執
行
部
に
対
し
て
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
さ
ら
に
充
実
し
た
決
算
審
査
が

で
き
る
よ
う
、
議
会
と
し
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 令和３年度 主な会計決算額 　  単位：円

一般会計
 歳入 373億3345万 

歳出 343億6222万 

特
別
会
計 

国民健康保険
 歳入  74億 466万 

歳出 71億4898万 

後期高齢者医療
 歳入 13億8561万 
歳出 13億8511万 

介護保険
 歳入 62億1245万 

歳出  58億6186万 

水
道
事
業

会
計

 

 

 

収益的収支
 収入 15億5168万 

支出 12億6332万 

資本的収支
 収入  9億8284万 

支出 17億5953万 

 
予
算
決
算
特
別
委
員
会

レ
ポ
ー
ト

家庭ごみ収集カレンダー

Q

A
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市長３期目に向けての所信は

▲

継続の力を生かし、持続可能なまちづくりの実現のため市政運営の
　舵取りを担っていきたい。

 小笠原橋改良に伴い「長清公」のモニュメント設置を

▲

長清公顕彰会等の意見を聞くなかで、県との連携を図っていく。 躍進会

野中 國幹 議員

代表質問代表質問代表質問

生
か
し
、「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
」

の
た
め
に
、
新
産
業
拠
点
整
備
事
業
、
子
育

て
支
援
事
業
、
企
業
誘
致
、
フ
ル
ー
ツ
観
光
、

山
岳
観
光
な
ど
を
さ
ら
に
推
進
し
、
本
市
が

よ
り
多
く
の
方
に
「
住
み
た
い
ま
ち
」、
よ
り

多
く
の
企
業
に
「
進
出
し
た
い
ま
ち
」
と
思
っ

て
も
ら
え
る
南
ア
ル
プ
ス
市
を
築
い
て
ま
い
り

た
い
と
決
意
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

  

小
笠
原
橋
改
良
に
伴
う

  

長
清
公
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置

　
　
　

小
笠
原
橋
改
良
に
伴

　
　
　

う
「
小
笠
原
長
清
公
」

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
に
つ
い

て
は
、
本
年
２
月
に
長
崎
山

梨
県
知
事
へ
要
望
書
の
陳
情

を
行
い
、
長
崎
知
事
か
ら
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
は
設
置
し
ま
す

と
の
回
答
を
得
た
。
こ
れ
に

よ
り
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
構
想

が
急
務
と
考
え
る
が
、
今
後

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考

え
て
い
る
か
。

　
　
　
小
笠
原
橋
架
け
替
え

　
　
　
に
つ
い
て
は
、
現
在
県

に
お
い
て
橋
梁
等
の
詳
細
設

計
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。モ
ニュ

メ
ン
ト
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

今
後
県
担
当
部
署
と
連
携
を

密
に
し
て
、「
小
笠
原
長
清
公
」

  

市
長
３
期
目
に
向
け
て
の
所
信

　
　
　

令
和
５
年
４
月
の
任
期
満
了
に
伴
う

　
　
　

市
長
選
出
馬
に
対
し
、
再
び
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
と
の
表
明
を
受
け
て
、
２
期
８
年

間
を
振
り
返
り
積
み
残
さ
れ
た
課
題
と
、
３

期
目
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
２
期
８
年
を
振
り
返
る
と
、
１
期
目

　
　
　
に
は
財
政
健
全
化
を
第
１
義
と
し
、

庁
舎
建
設
や
旧
完
熟
農
園
問
題
な
ど
が
特
に

大
き
な
懸
案
で
あ
り
、
市
の
将
来
を
左
右
す

る
最
重
要
課
題
と
し
て
捉
え
、
市
民
の
皆
様

の
声
を
伺
い
な
が
ら
丁
寧
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
ま
た
、
少
子
化
対
策
と
し
て
誰
も
が
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
子
育
て
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
「
子

ど
も
医
療
費
の
18
歳
ま
で
の
窓
口
無
料
化
」

を
実
現
し
て
き
た
。

　
２
期
目
で
は
、
保
育
料
の
完
全
無
償
化
を

実
施
し
、
旧
完
熟
農
園
跡
地
へ
の
企
業
誘
致

の
実
現
（
ヒ
カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
、
コ
ス
ト
コ
）
や

健
康
リ
ー
グ
の
拡
大
、
さ
ら
に
は
観
光
の
振

興
等
「
継
続
」
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
多

く
の
公
約
の
実
現
に
繋
が
っ
て
お
り
、
財
政
の

健
全
性
を
示
す
財
政
健
全
化
比
率
も
、
県
下

13
市
の
中
で
ト
ッ
プ
の
数
値
を
維
持
で
き
て
い

る
。

　
そ
し
て
、
３
期
目
で
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

は
、
２
期
８
年
培
わ
れ
た
「
継
続
」
の
力
を

の
足
跡
を
残
せ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　

小
笠
原
橋
の
橋
梁
本
体
の
設
計
が
示

　
　
　

さ
れ
て
い
な
い
が
、
早
め
の
構
想
を

本
市
独
自
に
お
い
て
「
案
」
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
対
応
は
。

　
　
　
モ
ニュ
メ
ン
ト
設
置
に
は
、
通
行
車
両

　
　
　
の
安
全
、
歩
行
者
の
安
全
を
第
一
と

考
え
、
県
担
当
部
署
に
要
請
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。　

QA

Q

Q

A

A

市政のここを聞く！
代表質問の映像をご視聴いただけます。

小笠原流 流鏑馬（やぶさめ）
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公明党

小池 伸吾 議員

出
、
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
な
ど
、
地
域
と
の
連
携

に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
を

一体
的
に
進
め
て
い
く
。

　
　
　
防
災
の
観
点
か
ら
、

　
　
　
災
害
時
の
協
力
体

制
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　
今
回
誘
致
す
る
二
つ

　
　
　
の
企
業
と
は
、開
業

時
に
防
災
協
定
を
締
結
す
る

方
向
で
話
を
進
め
て
い
る
。

現
時
点
で
は
、
災
害
発
生
時

に
お
け
る
地
域
の
避
難
場
所

と
し
て
の
利
用
や
、
食
料
・

生
活
物
資
の
提
供
な
ど
の
協

力
体
制
を
予
定
し
て
い
る
。

　
防
災
協
定
に
向
け
た
方
針

に
つ
い
て
は
、
今
後
２
社
と

の
間
に
お
い
て
、
施
設
の
機

能
等
を
踏
ま
え
た
上
で
、
よ

り
具
体
的
な
内
容
を
協
議
し

て
い
く
。

　
　
　
周
辺
交
通
の
あ
り
方
と
し
て
、
渋
滞

　
　
　
緩
和
策
は
喫
緊
の
課
題
と
考
え
る
。

道
路
整
備
の
計
画
を
早
期
に
示
す
べ
き
と
思

う
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　
　
本
事
業
の
渋
滞
対
策
に
つ
い
て
は
、
　
現

　
　
　
在
、
誘
致
企
業
の
事
業
計
画
を
基
に
、

交
通
解
析
を
進
め
て
お
り
、
国
や
県
、
警
察

  

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ

  

新
産
業
拠
点
整
備
事
業

　
　
　
ヒ
カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
の
運
営
エ
リ
ア
で 

　
　
　
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
、
事
業
者
募

集
時
に
示
し
た
事
業
要
件
を
実
施
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
市
と
し
て
、
今
後
、
ど
の
よ

う
に
関
与
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
本
事
業
は
、「
人
々
が
集
い
、
地
域
と

　
　
　
繋
ぐ
集
客
交
流
拠
点
の
創
出
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
優
れ
た
交
通
環
境
と
地
域
の

魅
力
を
活
か
し
た
、
市
の
玄
関
口
に
相
応
し

い
、
賑
わ
い
と
活
力
の
あ
る
拠
点
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
る
。

　
事
業
者
募
集
時
に
は
、「
地
域
と
企
業
の

ブ
ラ
ン
ド
創
造
と
地
域
経
済
の
活
性
化
」、
ま

た
「
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
」
を
目
的
と

し
た
新
た
な
産
業
の
創
出
な
ど
、
本
市
の
玄

関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
利
用
の
あ
り
方
を

示
し
た
募
集
案
内
を
作
成
し
、
公
募
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
株
式
会
社
ヒ
カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
に
は
、
地
元
企

業
で
あ
る
利
点
を
活
か
し
た
事
業
推
進
を
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
と
繋
が
る

「
交
流
拠
点
」
と
し
て
の
役
割
を
最
大
化
す
る

た
め
、
農
業
・
商
業
・
観
光
な
ど
の
産
業
分

野
や
、
福
祉
・
教
育
・
市
民
活
動
な
ど
、
市

内
の
地
域
資
源
と
繋
が
る
機
会
を
積
極
的
に

提
供
す
る
と
と
も
に
、
交
通
と
観
光
の
ハ
ブ

拠
点
と
の
連
携
や
、
起
業
、
新
規
事
業
の
創

等
と
協
議
す
る
中
で
、
交
通
計
画
を
作
成
し
、

必
要
な
対
策
を
早
急
に
進
め
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

　
こ
れ
と
併
せ
て
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
南
側

の
拠
点
エ
リ
ア一
帯
に
つ
い
て
も
、
周
辺
の
土

地
利
用
や
住
環
境
等
を
踏
ま
え
た
上
で
、
関

係
部
局
と
道
路
整
備
に
つ
い
て
具
体
的
に
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

QA

A Q

周辺交通の渋滞緩和策は喫緊の課題である
道路整備の計画を早期に示せ

▲

国や県、警察等と協議する中で、交通計画を作成し、必要な
　対策を早急に進めていく。拠点エリア一帯についても具体的に
　検討している。

A Q

南アルプス 12ha イメージマップ
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討
議
の
焦
点

取
り
に
し
た
土
地
利
用
の
議
論
が
先

行
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
本
市
全

体
を
俯
瞰
し
た
都
市
計
画
に
お
い
て

問
題
が
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
本
市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

　
　
　
ラ
ン
は
、
策
定
か
ら
17
年
が

経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
は

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
関
す
る
基
礎
調
査

を
実
施
す
る
中
で
、
現
状
を
し
っ
か
り

把
握
し
、
上
位
計
画
の
総
合
計
画
や
、

県
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
整
合
性
を
図
る

考
え
に
あ
る
。

　
　
　

新
産
業
拠
点
整
備
事
業
は
、

　
　
　
本
市
が
土
地
等
の
造
成
工
事

や
文
化
財
調
査
等
を
代
行
執
行
す
る

と
と
も
に
、
誘
致
企
業
に
対
し
て
補

助
金
等
で
支
援
す
る
流
れ
に
あ
る
が
、

合
意
形
成
の
対
象
や
、
合
意
形
成
の
方
法
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
法
令
で
定
め
ら
れ
た
合
意
形
成
や
任

　
　
　
意
の
合
意
形
成
に
つ
い
て
、
利
害
関

係
者
に
説
明
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
も
進
捗
状
況
な
ど
の
情
報
を
お
示
し
し
、

合
意
形
成
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
誘
致
企
業
が
確
定
し
た
が
、
影
響
を

　
　
　
受
け
る
関
係
企
業
と
の
相
乗
効
果
策

に
つ
い
て
合
意
形
成
を
今
後
と
し
た
在
り
方

で
事
業
に
支
障
は
な
い
の
か
。

　
　
　
企
業
名
を
公
表
し
て
か
ら
関
係
者
と

　
　
　
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
の

  

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ

  

新
産
業
拠
点
整
備
事
業
に
お
け
る

  

市
が
果
た
す
べ
き
課
題

　
　
　
新
産
業
拠
点
整
備
事
業
は
、
計
画
地 

　
　
　
周
辺
が
建
築
行
為
を
制
限
し
た
一
団

の
青
地
区
域
に
あ
る
こ
と
か
ら
「
都
市
機
能

集
約
型
都
市
構
造
の
実
現
方
針
」
と
整
合
性

が
図
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
ど
の
様
に
整
合

性
を
図
る
の
か
。

　
　
　
今
後
は
、
都
市
計
画
基
礎
調
査
を
実

　
　
　
施
す
る
中
で
、
都
市
計
画
法
の
地
区

計
画
制
度
や
都
市
機
能
の
集
約
の
観
点
か
ら

も
検
討
し
、
総
合
計
画
と
の
整
合
性
を
図
る
。

　
　
　
新
産
業
拠
点
整
備
事
業
周
辺
に
お
い

　
　
　
て
、
無
秩
序
な
開
発
の
可
能
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
無
秩
序
な
開
発

に
よ
る
建
築
制
限
に
寄
与
す
る
用
途
地
区
の

指
定
は
、
当
該
地
区
の
地
理
的
優
位
性
や
都

市
機
能
が
保
有
す
る
高
い
付
加
価
値
を
保
全

す
る
上
で
必
要
な
対
応
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

適
正
な
土
地
利
用
と
し
て
の
用
途
地
区
を
早

期
に
指
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定

　
　
　
を
踏
ま
え
て
用
途
地
域
指
定
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

　
　
　

本
市
策
定
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

　
　
　
ラ
ン
は
、
現
在
の
産
業
構
造
や
交
通

構
造
に
対
す
る
捉
え
方
が
、
将
来
の
あ
る
べ

き
姿
を
的
確
に
捉
え
て
い
な
い
中
で
、
新
産

業
拠
点
整
備
事
業
区
域
と
、
そ
の
周
辺
を
切

で
、
事
後
承
諾
に
な
っ
た
が
、
今
後
は
関
係

者
と
誠
意
を
も
っ
て
合
意
形
成
を
図
る
。

　
　
　
市
は
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
、
全
体

　
　
　
像
が
分
か
る
費
用
対
効
果
を
示
す
こ

と
が
な
か
っ
た
が
、
公
共
事
業
と
し
て
関
係

者
と
の
合
意
形
成
が
得
ら
れ
た
と
考
え
る
の

か
。

　
　
　
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
は
、
交
流
人

　
　
　
口
の
増
加
や
、
障
が
い
者
雇
用
を
含

め
約
４
０
０
人
の
雇
用
創
出
に
つ
な
が
る
と
共

に
、
拠
点
周
辺
へ
の
企
業
誘
致
で
自
主
財
源

の
確
保
に
結
び
つ
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Q

QAA Q

未来創政の会

矢﨑 俊秀 議員

AQAQ

A

QA

コストコと相乗効果をもたらすための
周辺の土地利用方策は▲

人々が集い、地域とつながる集客交流拠点としての土地の高度
　利用を図る。

コストコの影響を受ける地元企業と
相乗効果事業の合意形成は▲

合意は事後承諾になったが、今後、相乗効果事業方策を講じて
　合意を図る。

南アルプス市都市計画マスタープラン
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討
議
の
焦
点

旧完熟農園跡地への企業誘致に総額23億円
企業との間でどう収支する

▲

土地の売却収入、賃貸収入、固定資産税収入などで、事業期間に
　おいて収支を図っていく。

75歳以上にも人間ドックの助成を▲

高齢者特有の検査項目を設け、できれば来年度から実施したい。
日本共産党南アルプス市議団

名取 泰 議員

　
支
出
に
つ
い
て
は
、
投
資
的
経
費
と
し
て
、

用
地
取
得
費
、測
量
設
計
費
、基
盤
整
備
費
、

文
化
財
調
査
費
で
、
現
時
点
で
は
約
23
億
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
市
は
投
じ
た
事
業
費
を
、
誘
致
企
業

　
　
　
と
の
間
で
ど
の
よ
う
に
収
支
し
て
い

く
考
え
か
。

　
　
　
本
事
業
の
収
入
に
つ
い
て
は
、（
企
業

　
　
　
か
ら
の
）
土
地
の
売
却
収
入
、
賃
貸

収
入
、
固
定
資
産
税
収
入
、
資
産
形
成
を
見

込
ん
で
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
事
業
期
間
に
お
い

て
収
支
を
図
っ
て
い
く
。

  

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ

  

新
産
業
拠
点
整
備
事
業

　
　
　
当
初
の
予
定
か
ら
土
地
利
用
の
内
容 

　
　
　
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
で
、
事
業
費
の

変
動
が
予
想
さ
れ
る
。
市
は
こ
の
事
業
全
体

で
ど
れ
く
ら
い
の
事
業
費
を
投
じ
る
考
え
か
。

　
　
　
事
業
の
手
法
に
つ
い
て
、「
土
地
を
賃

　
　
　
借
し
、
基
盤
整
備
し
た
上
で
、
誘
致

企
業
に
賃
貸
し
、
そ
の
後
土
地
を
取
得
す
る
」

と
い
う
方
針
か
ら
、
土
地
取
得
を
前
倒
し
し

て
、「
土
地
を
買
収
し
、基
盤
整
備
し
た
上
で
、

土
地
の一
部
を
売
却
し
、一
部
を
賃
貸
す
る
」

と
い
う
方
針
に
変
更
し
た
。
　

  

市
の
健
診
（
検
診
）
事
業

　
　
　
こ
れ
ま
で
も
議
会
か
ら
重
ね
て
求
め

　
　
　
て
い
る
よ
う
に
、
75
歳
以
上
に
対
し

て
も
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
を
行
う
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
本
市
が
実
施
す
る
人
間
ド
ッ
ク
は
、市

　
　
　
内
外
10
か
所
の
医
療
機
関
と
契
約

し
、
35
歳
お
よ
び
40
〜
74
歳
の
方
を
対
象
に
、

毎
年
、
約
３
千
人
の
方
が
受
診
し
て
お
り
、

対
象
を
拡
大
す
る
と
、
受
診
希
望
者
の
ニ
ー

ズ
に
十
分
応
え
ら
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
で
、

健
康
寿
命
の
延
伸
の
た
め
に
は
、
高
齢
者
特

有
の
疾
病
の
早
期
発
見
も
重
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
現
在
、
高
齢
期
の
新
た
な
検
診
制

度
の
実
施
に
向
け
、
検
査
内
容
等
を
各
検
診

機
関
と
協
議
を
重
ね
て
お
り
、
今
後
は
、
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
た
検
診
体
系
を
構
築

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
ど
ん
な
内
容
で
い
つ
か
ら
実
施
が
可

　
　
　
能
か
。

　
　
　
74
歳
ま
で
の
人
間
ド
ッ
ク
は
午
前
中  

　
　
　
が
中
心
な
の
で
、
検
査
機
関
と
協
議

し
比
較
的
余
裕
の
あ
る
午
後
の
時
間
帯
に
75

歳
以
上
の
実
施
を
考
え
て
い
る
。
内
容
は
基

本
健
診
メ
ニ
ュ
ー
や
心
電
図
、
眼
底
検
査
、

血
液
検
査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
の
他
に

高
齢
者
特
有
の
検
査
項
目
を
設
け
る
よ
う
に

調
整
し
て
い
る
。

　
で
き
れ
ば
来
年
度
か
ら
実
施
し
た
い
。

QA

QA

QAQA
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討
議
の
焦
点

放課後児童クラブにおける
児童の安全確保は万全か

▲

一部の施設で「利用者が定員を上回っている」「危機管理 
　マニュアルの運用が不徹底」「ＡＥＤが未設置」などの問題
　が確認された。早急に改善する。

南 風

櫻田 力 議員

の
工
夫
で
過
密
状
態
を
解
消
で
き
る
と
考
え

る
が
。

　
　
　
利
用
者
が
い
な
い
時
間
帯
の
活
用
に

　
　
　
つ
い
て
協
議
し
、
有
効
活
用
を
考
え

て
い
く
。

　
　
　
「
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
運
用
を

　
　
　

基
本
と
し
た
児
童
ク
ラ
ブ
の
危
機
管

理
体
制
の
構
築
状
況
を
市
は
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
か
。

　
　
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
健
康
管
理
対
策
、

　
　
　
不
審
者
侵
入
対
策
、
災
害
対
策
な
ど

を
示
し
て
い
る
が
、一部
の
児
童
ク
ラ
ブ
で
マ

ニュ
ア
ル
が
引
き
継
が
れ
て
お
ら
ず
運
用
が
徹

底
さ
れ
て
い
な
い
状
況
と
、
平
成
24
年
度
に

作
成
以
降
、
改
訂
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と

  

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る

  

学
童
の
安
全
・
安
心
を

  

確
保
す
る
た
め
の
取
り
組
み

　
　
　

市
は
、
利
用
者
が
市
放
課
後
児
童
ク 

　
　
　

ラ
ブ
条
例
施
行
規
則
に
定
め
ら
れ
た

定
員
を
上
回
っ
て
い
る
多
く
の
児
童
ク
ラ
ブ

の
運
用
実
態
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
児
童
の

安
全
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
国
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
面
積
基
準
を

　
　
　
児
童
１
人
当
た
り
概
ね
１
・
６
５
㎡

以
上
が
望
ま
し
い
と
定
め
て
い
る
。
平
成
27

年
の
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
利
用
対

象
が
小
学
校
６
年
生
ま
で
に
拡
大
さ
れ
た
以

降
、
利
用
希
望
者
が
増
加
し
、
支
援
員
の
補

充
に
よ
り
希
望
者
全
員
を
受
け
入
れ
て
子
育

て
世
帯
を
支
援
し
て
い
る
が
、一部
の
施
設
で

利
用
者
が
規
則
で
定
め
た
定
員
を
上
回
っ
て

い
る
。
こ
の
状
態
は
適
切
で
は
な
く
、
実
態

に
即
し
、
関
連
す
る
条
例
お
よ
び
規
則
を
改

め
て
い
く
。

　
　
　

定
員
に
対
す
る
入
会
児
童
数
の
割
合

　
　
　

が
１
５
０
％
を
超
え
て
い
る
児
童
ク

ラ
ブ
が
５
施
設
あ
る
。
な
か
で
も
若
草
南
は
、

定
員
30
名
に
対
し
て
入
会
児
童
数
が
76
名
、

２
５
３
％
、
児
童
１
人
当
た
り
の
専
用
面
積

も
０
・
６
７
㎡
と
、
全
児
童
ク
ラ
ブ
中
、
最

も
狭
い
施
設
で
あ
る
。

　

児
童
館
と
児
童
ク
ラ
ブ
が
併
設
さ
れ
て
い

る
施
設
や
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー
等
を
利
用
し

て
い
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
使
い
方

が
確
認
さ
れ
た
。
内
容
の
見
直
し
と
日
頃
の

実
践
の
再
徹
底
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　

支
援
員
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
あ
る

　
　
　

児
童
ク
ラ
ブ
の
不
審
者
侵
入
対
策
と

し
て
、
児
童
ク
ラ
ブ
と
小
学
校
と
を
直
接
結

ぶ
防
犯
ブ
ザ
ー
等
を
設
置
し
、
非
常
時
に
小

学
校
の
男
性
教
諭
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う

な
対
応
策
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
　
提
案
内
容
は
大
変
有
益
な
の
か
と
思

　
　
　
う
。
教
育
委
員
会
と
協
議
を
始
め
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　

八
田
と
芦
安
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
Ａ
Ｅ

　
　
　

Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
が
、な
ぜ
か
。

　
　
　
新
築
移
転
、
別
施
設
か
ら
の
移
転
の

　
　
　
際
に
設
置
を
失
念
し
て
い
た
。
指
摘

を
受
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
既
に
設
置

し
た
。

　
　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
と
設
置
場
所
の

　
　
　

周
知
は
。
ま
た
、
救
命
活
動
に
お
け

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
の
訓
練
は
。

　
　
　
公
共
施
設
や
民
間
事
業
所
等
に
設
置

　
　
　
さ
れ
て
お
り
、
市
が
把
握
し
て
い
る

設
置
場
所
の一覧
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
周
知
し
て
い
る
。
こ
の一覧
か
ら
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
が
漏
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
改

め
て
各
所
管
の
設
置
状
況
を
調
査
し
て
い
る
。

も
し
も
の
と
き
に
迅
速
に
使
用
で
き
る
よ
う
、

児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
、
保
育
士
等
に
使
用
方

法
等
の
研
修
を
改
め
て
実
施
し
て
い
く
。

QA

Q A

Q

A

QA QAQA
放課後児童クラブでの学習の様子
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市政のここを聞く！
代表質問の映像をご視聴いただけます。

討
議
の
焦
点

子育て支援の推進は

▲

子育て支援を市政の最重要課題に位置付け、子育てにやさしい
　まちづくりを推進していく。

健康増進計画の事業進捗状況と今後の進め方は

▲

健康課題を明確にし、地域・企業・団体・医療機関と協働、連携
　し実施していく。

康
リ
ー
グ
」
を
進
め
て
き
た
。
健
康
増
進
計

画
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
事
業
の
進
捗
状
況
と

進
め
方
は
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

　
　
　
に
よ
り
、
感
染
拡
大
や
重
症
化
予
防

の
取
り
組
み
を
優
先
し
て
き
た
た
め
、
地
域

全
体
と
し
て
の
健
康
づ
く
り
の
支
援
体
制
は

十
分
図
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
後
は
、
計
画
に

掲
げ
た
数
値
目
標
と
実
績
を
評
価
し
、
事
業

を
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　「
健
康
リ
ー
グ
」
の
柱
で
も
あ
る
「
健

　
　
　
康
わ
く
わ
く
ウ
ォ
ー
ク
」
の
事
業
展

  

子
育
て
支
援

　
　
　
子
育
て
支
援
の
実
施
状
況
を
ど
う
捉

　
　
　
え
、
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の

か
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
「
子
育
て
支
援
」
を
市
政

　
　
　
の
最
重
要
課
題
に
位
置
付
け
、
子
ど

も
た
ち
の
安
心
安
全
を
最
優
先
に
各
種
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
ま
た
、
途
切
れ
の
な

い
支
援
と
課
題
に
対
処
す
る
た
め
「
子
ど
も

家
庭
相
談
課
」
を
新
設
し
、
相
談
機
能
の
体

制
強
化
を
図
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
10
月
か
ら
は

「
利
用
者
支
援
事
業
」
を
始
め
る
。
今
後
も

子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

強
力
に
推
進
し
て
い
く
。

　
　
　「
子
ど
も
子
育
て
応
援
宣
言
」（
仮
称
）

　
　
　
に
つ
い
て
諮
問
し
て
い
る
が
、
市
と

し
て
必
要
性
を
示
す
こ
と
が
必
要
と
考
え
る

が
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施

　
　
　
し
て
き
た
が
、
若
い
世
代
へ
の
発
信
が

不
十
分
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
応
援

宣
言
を
行
い
、
子
育
て
施
策
を
発
信
し
て
い

く
。

  

健
康
増
進
計
画

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
、 

　
　
　
３
年
を
迎
え
る
中
で
、「
健
康
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
践
す
る
た
め
、
平
成

29
年
に
ス
マ
ー
ト
・
ウ
エ
ル
ネ
ス
・
シ
テ
ィ
に

加
盟
し
、健
康
意
識
向
上
に
向
け
た
事
業「
健

開
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
こ
の
事
業
は
開
始
か
ら
４
年
目
を
迎

　
　
　
え
、
今
年
も
１
０
６
４
人
が
取
り
組

ん
で
い
る
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
特
別
な
道
具
も

必
要
な
く
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
ら
れ
る
た

め
無
理
の
な
い
健
康
づ
く
り
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
も
適
し
た
運
動
と
し
て
評
価
さ
れ
て

い
る
。
今
年
度
か
ら
新
た
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
、
歩
数
計
が

な
く
て
も
参
加
で
き
る
よ
う
開
始
し
た
。
今

後
も
楽
し
み
な
が
ら
多
く
の
市
民
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

QAQ

AQ

A

新政南アルプス

飯野 多惠子 議員

各地区で実施している健康づくりと筋力アップの 100 歳体操

QA
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一般質問一般質問一般質問

質問の主題

市内にドクター
ビレッジの誘致を

　
　
　
市
の
第
二
次
総
合
計
画
、「
幸
せ
創

　
　
　
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
に
「
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推

進
」
と
あ
る
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
魅
力
あ

る
地
域
を
つ
く
り
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、

  

ド
ク
タ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
構
想

　
　
　
旧
八
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
跡

　
　
　
地
と
９
月
に
閉
鎖
す
る
Ｊ
Ａ
南
ア
ル

プ
ス
市
八
田
支
所
の
土
地
に
、
内
科･

小
児

科･

皮
膚
科･

眼
科･

泌
尿
器
科
等
複
数
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
が
集
ま
る
エ
リ
ア
、
ド
ク
タ
ー
ビ

レ
ッ
ジ
の
誘
致
を
求
め
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　
　
八
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
跡
地

　
　
　
は
将
来
的
に
は
売
却
す
る
予
定
で
あ

る
。
ド
ク
タ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
の
誘
致
は
有
効
な
活

用
方
法
の一つ
と
考
え
る
。

　
具
体
的
な
提
案
が
あ
れ
ば
、
市
医
師
会
な

ど
関
係
者
の
ご
意
見
も
伺
う
中
で
、
検
討
し

て
い
く
。

躍進会

三枝 守和 議員

QA

躍進会

花輪 幸長 議員

質問の主題

ウクライナ進攻
による農業資材高騰
に支援を

若
草
保
育
所
跡
地
に
も
ド
ク
タ
ー
ビ
レ
ッ
ジ

構
想
を
求
め
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　
　
　
市
は
第
二
次
総
合
計
画
に
お
け
る「
幸

　
　
　
せ
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、

子
育
て
支
援
策
の
充
実
や
移
住
・
定
住
人
口

の
拡
大
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
。
若
草
保

育
所
跡
地
の
活
用
方
法
は
、
現
状
、
具
体
的

な
計
画
や
方
向
性
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
若

草
地
区
は
こ
れ
か
ら
も
人
口
増
加
が
見
込
ま

れ
る
地
区
で
あ
り
、
子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
医

療
機
関
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
は
、
定
住
促

進
に
お
い
て
大
き
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
の
で
、
有
効
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

  

前
年
度
実
施
さ
れ
た

  

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
継
続

　
　
　
前
年
度
、Ｊ
Ａ
を
窓
口
に
実
施
さ
れ

　
　
　
た
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
は
、
今

年
度
継
続
実
施
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
国
の
令
和
３
年
度
補
正
予
算
に
よ
り

　
　
　
新
た
に
事
業
化
さ
れ
た
「
産
地
生
産

基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の
果
樹
先
導
的
取

組
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度

事
業
と
し
て
、
現
在
、Ｊ
Ａ
南
ア
ル
プ
ス
市
を

窓
口
に
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
国
は
、
今
年
度
事
業
の
実
施
規
模
を
把
握

し
た
上
で
、
来
年
度
以
降
の
継
続
実
施
を
検

討
す
る
方
向
で
あ
る
。

  

農
業
資
材
高
騰
に
対
す
る
緊
急
対
策

　
　
　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
り
、
資
源
価 

　
　
　
格
が
暴
騰
し
て
い
る
。
市
と
し
て
も

農
家
に
対
し
一
定
の
助
成
措
置
が
必
要
と
思

う
が
。

　
　
　
価
格
高
騰
が
続
き
、
営
農
な
ど
に
影

　
　
　
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
国
に
お
い
て
「
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
」

な
ど
の
支
援
制
度
が
創
設
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
に
係
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
制
度
の

説
明
や
申
請
方
法
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
市
独
自
の
新
た
な
助
成
制
度
な

ど
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
。

QA

   

生
ご
み
の
減
量
化
対
策

　
　
　
生
ご
み
減
量
施
策
と
し
て
処
理
機
コ  

　
　
　
ン
ポ
ス
ト
容
器
は
必
須
で
あ
る
。
利

用
に
つ
い
て
、
設
置
・
移
動
時
の
バ
ッ
ク
ホ
ー

等
の
使
用
が
必
要
で
、
業
者
に
容
器
移
動
等

を
依
頼
す
る
時
に
若
干
の
助
成
金
支
出
を
検

討
す
る
考
え
は
。

　
　
　
本
市
で
は
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の

　
　
　
減
量
化
推
進
と
し
て
、
生
ご
み
処
理

機
の
設
置
や
、コ
ン
ポ
ス
ト
の
購
入
に
対
し
て
、

購
入
費
用
の一部
を
補
助
し
て
い
る
。

　
現
状
、
移
動
に
対
す
る
助
成
は
考
え
て
い

な
い
。

QA

旧八田窓口サービスセンター跡地

Q

AQA
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質問の主題

空き家と
空き家に棲みつく
獣害対策はいかに

あ
た
り
高
額
な
補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
本
市
も
制
度
を
設
け
る
必

要
性
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
　
　
本
市
で
は
平
成
28
年
度
か
ら
住
宅
リ

　
　
　
フ
ォ
ー
ム
等
総
合
支
援
に
よ
り
、一律

10
万
円
の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
空
き
家
の
解
体
に
は
高
額
の
費
用

  

空
き
家
と
獣
害
対
策

　
　
　

長
年
空
き
家
に
な
っ
て
い
る
家
屋
に

　
　
　

ハ
ク
ビ
シ
ン
や
キ
ツ
ネ
な
ど
が
棲
み

つ
き
、
獣
害
に
よ
る
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
が
、
市
の
対
策
は
。

　
　
　
所
有
者
と
の
連
絡
が
可
能
な
場
合
は
、

　
　
　
許
可
を
得
る
中
で
捕
獲
檻
を
設
置
し

獣
の
捕
獲
に
努
め
て
い
る
が
、
空
き
家
に
つ
い

て
は
所
有
者
が
近
隣
に
お
ら
ず
、
確
認
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
り
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　
　
　

空
き
家
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
獣

　
　
　

害
も
増
え
て
い
る
。
他
県
で
は
、
一

定
条
件
を
満
た
せ
ば
空
き
家
を
解
体
す
る
に

躍進会

戸栗 淳 議員

QA

公明党

齊藤 博明 議員

質問の主題

社会的養護から自立へ
ケアリーバー　　を
支えよう

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

現
在
の
固
定
資
産
税
は
、
建
物
が
あ

　
　
　

る
土
地
と
無
い
土
地
と
で
は
約
６
倍

の
開
き
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
解
体
し
な
い
要

因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
故
に
固

定
資
産
税
の
減
免
の
施
策
を
講
じ
る
考
え
は
。

　
　
　
税
の
減
免
は
、
法
令
に
基
づ
き
厳
格

　
　
　
に
適
用
す
る
事
が
基
本
で
あ
る
。
現

状
で
は
空
き
家
対
策
の
た
め
に
固
定
資
産
税

を
減
免
す
る
事
は
考
え
て
い
な
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

 

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

福
祉
総
合
相
談
課
が
相
談
窓
口
と
な
り
、

経
済
的
ま
た
社
会
的
な
生
活
困
窮
者
の

就
労
支
援
や
生
活
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
市
の
委
託
す
る
社
会
福
祉
協
議
会

の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
も

地
域
の
身
近
な
相
談
機
関
と
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
人
や
関
係
者
か
ら

の
相
談
や
情
報
が
な
い
限
り
、
生
活
実
態

を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
施
設
退
所
後
の
ケ
ア
リ
ー
バ
ー
の
動
向

は
、一定
期
間
は
、
そ
れ
ま
で
入
所
し
て
い
た

養
護
施
設
や
支
援
機
関
が
連
絡
を
取
り
把
握

し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
関
係
機

関
と
の
情
報
連
携
を
密
に
し
て
、
施
設
退
所

後
に
お
け
る
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

  

ケ
ア
リ
ー
バ
ー
の　

  

積
極
的
な
支
援

　
　
　

社
会
的
養
護
か
ら
自
立
し
て
い
く
た 

　
　
　

め
に
は
、
相
談
支
援
体
制
の
確
立
と

と
も
に
物
理
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
等
に
よ
り
生
活
状
況
を
伺
い
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
支
援
機
関
と
連
携
し

て
支
援
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
市

の
所
見
は
。

　
　
　
ケ
ア
リ
ー
バ
ー
は
、一定
の
要
件
を
除
き
、

　
　
　
18
歳
で
社
会
的
養
護
か
ら
自
立
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
施
設
退
所
後
の
生
活
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ケ
ア
リ
ー
バ
ー
に
限
ら
ず
、
本
市
で
は
、

QA

（※

１
）
ケ
ア
リ
ー
バ
ー

　
児
童
扶
養
施
設
や
里
親
な
ど
社
会
的
養
護
の
下
で

育
ち
、
保
護
か
ら
離
れ
た
子
ど
も
の
こ
と
。「
ケ
ア
」

（care  

保
護
）
と
「
リ
ー
バ
ー
」（leaver  

離
れ
た
人
）

を
合
わ
せ
た
造
語
。

Q

A

QA

（※１）



ら
、
具
体
的
な
検
討
に
入
っ
て
い
る
。
検
討
課

題
と
し
て
は
、
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
排
せ
つ

物
を
感
染
源
と
す
る
感
染
対
策
、
施
設
内
で

の
保
管
場
所
や
保
管
方
法
、
に
お
い
な
ど
の

環
境
対
策
、
処
理
収
集
事
業
者
の
回
収
頻
度

や
運
搬
費
用
な
ど
で
あ
る
。

　
　
　
具
体
化
ま
で
に
は
ど
の
程
度
の
期
間

　
　
　
を
想
定
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
来
年
度
中
の

　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
に
向
け

　
　
　
　
　 

て
、
課
題
を
精
査

　
　
　
　
　 

し
な
が
ら
進
め
て   

　
　
　
　
　
い
る
段
階
で
あ
る
。

　
　

市
内
事
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
検
討
を
し
て

い
く
。

 

使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
施
設
内
処
分

　
　
　
保
護
者
、
保
育
士
双
方
の
負
担
軽
減

　
　
　
や
衛
生
面
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
使

用
済
み
紙
お
む
つ
の
施
設
内
処
分
に
つ
い
て
、

進
捗
状
況
は
。

　
　
　
保
護
者
に
紙
お
む
つ
の
持
ち 

　
　
　
帰
り
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
お
む
つ
の
持
ち
帰
り
に

「
負
担
を
感
じ
る
」「
や
や
負
担
を
感

じ
る
」と
回
答
し
た
保
護
者
は
、
合
計

で
約
50
％
で
あ
っ
た
。
概
ね
半
数
の
保

護
者
が
負
担
を
感
じ
て
い
る
こ
と
か

一般質問一般質問一般質問
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質問の主題

福祉施設に必要な
物価高騰対策を

日本共産党南アルプス市議団

松野 昇平 議員
新政南アルプス

有野 一成 議員

質問の主題

太陽光発電施設に
対する条例が
必要では !!

予
想
さ
れ
る
た
め
、

同
施
設
と
自
然
環
境

や
景
観
と
の
調
和
等

に
関
す
る
条
例
制
定

が
必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
条
例
制
定
は

　
　
　
さ
ま
ざ
ま
な

部
門
に
関
わ
っ
て
い

る
。
庁
内
調
整
や
、
条
例
が
必
要
か
ど
う
か

も
含
め
て
調
査
し
て
い
き
た
い
。

  

林
道
南
ア
ル
プ
ス
線

　
　
　
台
風
災
害
に
よ
り
３
年
近
く
も
通
行 

　
　
　
止
め
の
県
営
林
道
南
ア
ル
プ
ス
線
は
、

い
つ
復
旧
す
る
の
か
。

  

太
陽
光
発
電
施
設

　
　
　
市
内
の
太
陽
光
発
電
施
設
は
、
県
条

　
　
　
例
で
規
定
し
て
い
る
設
置
規
制
区
域

外
は
「
届
け
出
」
だ
け
で
済
み
、
住
民
説
明

も
義
務
で
は
な
い
。
市
は
こ
の
現
状
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
住
民
へ
の
説
明
は
必
要
だ
と
考
え
て

　
　
　
い
る
。し
か
し
、
住
民
説
明
を
義
務
化

し
た
北
杜
市
で
は
反
対
が
あ
っ
て
も
許
可
し
て

い
る
現
状
が
あ
り
慎
重
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
本
市
は
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登

　
　
　
録
さ
れ
、
新
住
民
も
増
え
て
い
る
。

今
後
は
自
然
環
境
や
景
観
と
の
調
和
の
必
要

性
や
住
民
生
活
上
で
の
ト
ラ
ブ
ル
等
も
十
分

QA

  

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
域
医
療
・

  

介
護
・
障
が
い
者
福
祉

　
　
　
医
療
・
介
護
・
障
が
い
者
福
祉
現
場  

　
　
　
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
市
の
所
見
は
。

　
　
　
医
療
や
介
護
、
障
が
い
者
福
祉
を
支

　
　
　
え
る
現
場
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

対
策
と
物
価
高
騰
へ
の
対
応
な
ど
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
医
療
・

介
護
、・
福
祉
施
設
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
の

根
幹
と
な
る
市
民
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
施
設
で
あ
る
。
施
設
が
欠
け
る
こ
と

は
市
民
に
と
っ
て
重
大
な
不
利
益
と
な
る
の

で
、国
か
ら
の
財
源
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、

求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
把
握
・
精
査
し
、

QA

Q

A

　
　
　
工
事
の
入
札
不
調
が
続
く
と
と
も
に

　
　
　
斜
面
変
動
が
発
生
し
今
か
ら
本
格
的

な
地
質
調
査
を
す
る
た
め
、
復
旧
は
未
定
で

あ
る
と
林
野
庁
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
本
市
の
自
然
環
境
や
山
岳
観
光
に
も
大

き
な
影
響
が
あ
る
の
で
、
早
期
復
旧
に
向
け

て
今
後
も
林
野
庁
、
環
境
省
、
山
梨
県
等
に

働
き
か
け
て
い
く
。

　
　
　
広
河
原
か
ら
北
沢
峠
間
の
運
休
が
続

　
　
　
い
て
い
る
市
営
バ
ス
の
運
営
方
針
は
。

　
　
　
復
旧
の
目
処
が
立
た
な
い
こ
と
か
ら

　
　
　
事
業
を一旦
廃
止
し
、
６
台
あ
る
バ
ス

も
売
却
等
を
進
め
て
い
る
。
路
線
復
旧
後
の

運
行
は
、
バ
ス
が
手
配
で
き
る
民
間
会
社
に

委
託
し
て
い
き
た
い
。

Q

AQ

A
全国的には、再生利用の観
点で使用済み紙おむつの分
別回収に取り組む自治体も
ある。

QA

QA
太陽光発電施設



　
　
　
今
後
、
車
両
の
往
来
の
大
幅
な
増
大

　
　
　
が
見
込
ま
れ
る
、
中
部
横
断
自
動
車

の
双
葉
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
、
白
根
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
四

車
線
化
の
実
施
計
画
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ

れ
を
増
穂
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
延
伸
の
要
望
な
ど
の

働
き
か
け
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
双
葉
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
白
根
Ｉ
Ｃ
ま
で
は
、

　
　
　
概
ね
10
年
か
ら
15
年
の
間
に
整
備
す

る
路
線
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
渋
滞
や
防
災
面
で
の
向
上
を
図
る
た
め
、

白
根
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
増
穂
イ
ン
タ
ー

チ
ェン
ジ
間
を
優
先
整
備
区
間
候
補
と
し
て
位

置
付
け
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
積
極
的
に

関
係
機
関
へ
働
き
か
け
て
い
く
。
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市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

質問の主題

地域の発展は
交通インフラから

  

広
域
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
新
し
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、 

　
　
　「
新
鏡
中
条
橋
の
整
備
推
進
」で
あ
る

が
、
や
っ
と
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
。
近
隣
市

町
を
含
め
地
域
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
市
の
道
路
網
の
再
構
築
の
検

討
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

　
　
　
新
鏡
中
条
橋
の
整
備
推
進
に
つ
い
て

　
　
　
は
、
山
梨
県
議
会
の
六
月
定
例
会
に

お
い
て
、
長
崎
山
梨
県
知
事
が「
新
た
に
釜
無

川
を
渡
る
橋
が
必
要
」
と
答
弁
さ
れ
て
お
り
、

今
後
、
中
部
横
断
自
動
車
道
、
甲
西
バ
イ
パ

ス
、
新
山
梨
環
状
道
路
、
市
の
幹
線
道
路
を

新政南アルプス

三木 充 議員

QA

新政南アルプス

村松 三千雄 議員

質問の主題

新たなまちづくり戦略
「政策ビジョン」の
構築を

業
誘
致
に
繫
が
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
年
間
約
２
０
０
万
人
の
入
込
客
数
が
見
込

ま
れ
、
こ
の
集
客
効
果
を
周
遊
滞
在
型
観
光

や
自
然
体
験
お
よ
び
環
境
教
育
な
ど
の
『
交

流
移
住
策
』
の
展
開
に
よ
り
、
市
内
全
体
に

波
及
さ
せ
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
、

地
域
経
済
を
活

性
化
さ
せ
「
持

続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
」
の
実

現
を
目
指
し
て

い
く
。
そ
の
た
め

に
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
本
市

の
目
指
す
目
標

  

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
戦
略
の

  

見
え
る
化
を
目
指
し
た

  「
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
構
築

　
　
　
新
産
業
拠
点
事
業
は
、
画
期
的
な
事 

　
　
　
業
で
、新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー

ト
と
捉
え
、
こ
の
地
を
核
と
し
た
、
将
来
構

想
と
し
て
の
指
針
『
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
早

急
に
構
築
し
、
公
表
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　
「
総
合
計
画
」、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

　
　
　
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
な
ど
に
基
づ

き
、
地
方
創
生
関
連
施
策
を
積
極
的
に
実
施

し
、
成
果
は
着
実
に
表
れ
て
お
り
、
今
回
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
本
市
の
魅
力
が
評

価
さ
れ
、
ヒ
カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
や
コ
ス
ト
コ
の
企

QA

や
取
り
組
み
方
針
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
早

期
に
作
成
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
示
し
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
　
　
雇
用
さ
れ
る
人
の
住
居
を
含
め
、
移

　
　
　
住
定
住
策
の
再
構
築
も
必
要
と
考
え

る
が
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
移
住
定
住
策
に
は
、
本

　
　
　
事
業
の
要
素
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

企
業
参
入
に
よ
る
雇
用
状
況
の
現
状
把
握
を

図
り
な
が
ら
、
早
急
に
人
口
対
策
、
移
住
定

住
策
な
ど
を
点
検
し
、
住
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
、
民
間
事
業
者
の
積
極
的
な
活
用
も
含
め

検
討
を
進
め
て
い
く
。

QA QA
南アルプス IC付近

含
め
た
、
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
は
必

要
と
考
え
て
い
る
。

鏡中条橋

開国橋
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議  会  活  動  報  告 一般質問一般質問一般質問

質問の主題

今回の企業誘致は
募集要項を
犯していないか

し
た
新
た
な
産
業
拠
点
を
創
出
す
る
と
い
う

方
向
性
を
含
め
た
募
集
案
内
の
原
案
を
作
成

し
た
。

　
本
事
業
に
お
け
る
土
地
利
用
の
方
針
に
つ

い
て
は
、
農
業
６
次
化
に
特
化
し
た
優
良
企

業
の
誘
致
で
は
な
く
、
集
客
と
交
流
の
機
能

を
持
つ
優
良
企
業
を
誘
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

  

旧
完
熟
農
園

　
　
　

破
産
し
て
か
ら
７
年
に
な
る
。
そ
の

　
　
　

間
ず
っ
と
再
開
に
む
け
当
初
「
12 

ha

一
括
賃
貸
で
農
業
６
次
化
に
特
化
し
た
優
良

企
業
の
誘
致
」
と
し
て
議
論
を
重
ね
て
き
た
。

い
つ
ど
の
時
点
で
ど
の
よ
う
な
理
由
で
商
業

企
業
の
誘
致
に
変
え
た
の
か
、
詳
し
く
時
系

列
で
説
明
せ
よ
。

　
　
　
平
成
28
年
に
完
熟
農
園
が
営
業
停
止

　
　
　
と
な
り
、
そ
の
後
、
専
門
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
前
事
業
を
教
訓
と
し
て
、
新
た

な
土
地
利
用
に
向
け
、
検
討
を
進
め
て
来
た
。

　
平
成
29
年
に
は
、
事
業
用
地
に
優
良
企
業

を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
り
民
間
活
力
を
活
か

QA

小林 敏徳 議員

  

本
市
の
人
口
対
策

　
　
　

本
市
の
人
口
は
、
平
成
25
年
を
ピ
ー

　
　
　

ク
に
年
々
人
口
が
減
り
続
け
て
い
る
。

子
育
て
支
援
は
充
実
し
て
い
る
が
、
人
口
減

少
対
策
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
若
い
世
代
の
転
出
超
過
が
著
し
く
、

　
　
　
人
口
減
少
の
要
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
移
住
、
定
住
希
望
者
の
視

点
に
立
っ
た
受
け
皿
づ
く
り
や
、
交
流
人
口
の

拡
大
に
着
目
し
た
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
、

移
住
、
定
住
を
促
進
し
て
お
り
、
若
者
を
対

象
と
し
た
若
者
世
帯
定
住
支
援
奨
励
金
事
業

や
、
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
な
ど
は
実
績
が

上
が
っ
て
い
る
。

QA

７月25日

７月24日に山梨県消防学校で県消防団員操法大会が開
催され、本市消防団が見事優勝しました。大会に出場
したのは、櫛形分団第３部（桃園）と第６部（中野・上
野）の団員で構成された６名。翌25日に、選手と沢登
消防団長、名取副団長から、議長が報告を受けました。
議長は選手と関係者の尽力を称えるとともに、秋に行
われる全国大会に向けて更に努力を重ねる選手たちを
労いました。

県消防団員操法大会の優勝報告

7月26日
各分野で実践的な活動
を積み重ね男女共同参
画の推進に貢献してき
た方に贈られる「男女共
同参画社会づくり功労者
内閣総理大臣表彰」を、

市内在住の新津幸さんが受賞し、議長が報告を受けま
した。新津さんは、地域に埋もれた素敵な人･モノ･情
報に光をあて、つなぎ合わせるコーディネーターとし
て、地域全体を盛り上げる活躍をされています。

内閣総理大臣表彰の受賞報告

8月16日
東京都板橋区議会の
議員５名が南アルプ
ス市役所を行政視察
に訪れました。南ア
ルプス市における生
活困窮者への支援等
について、福祉総合相談課による説明の後、板橋区議
会議員による活発な質疑が行われ、板橋区議会議員・
南アルプス市双方にとって実りのある視察となりまし
た。コロナ禍により、なかなか視察の受入れができて
おりませんでしたが、今回は少人数ということもあり、
対策を徹底したうえで受入れました。

東京都板橋区議会議員
行政視察の受入れ 南アルプス12ha整備事業

募集案内
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　南アルプス市議会では議会改革の一つとして事業
評価に取り組んでいます。昨年度から研究や先進事
例の視察を重ね、今年度、試行的に実施する運びと
なりました。 議会による事業評価でどんなことを
行ったのかをご報告いたします。

議会による事務事業評価を実施しました。

南アルプス市議会改革  Vol.5-1■ ■特 集

 ❶ 対象とする事務事業を選定（6月議会中）
　議会による事務事業評価は３つの常任委員会（総務常任委
員会、厚生文教常任委員会、産業土木常任委員会）ごとに行
います。南アルプス市では900 以上の事務事業を行っていま
すので、このうちどの事務事業を評価するのかを、6月議会中
に各常任委員会で選定しました。
　また、選定した事務事業についての評価を、６月議会終了
後の閉会中に行うことを決めました。

　　   「議会による事務事業評価」とは

　　　   議会による事務事業評価とは、議会が、市の行う事務
　　　  事業を、市民目線に立ち、より多角的な視点で評価す
ることです。議会は評価内容を執行部に伝え、事業をさらに
改善していただきたいと考えています。

Q
A

委員会で担当課から説明を受ける様子 

▲

対
象
と
す
る
事
務
事
業

  ●総務常任委員会
　　  ・若者世帯定住支援奨励金事業　・政策研究業務
  ●厚生文教常任委員会　
　　  ・リサイクル推進事業
  ●産業土木常任委員会
　　  ・ユネスコエコパーク推進事業

 ❷ 選定した事務事業の評価（６月～8月）
　６月議会終了後の閉会中に各常任委員会が委員会を開き、
選定した事務事業について調査し、評価を行いました。

　調査においては、委員会による調査研究だけでは不明な点
があったため、事務事業を行っている担当課に資料の提供を
求め、また事業の内容と現状に関する説明をしていただきま
した。

　その後、委員会として、選定した事務事業の評価を行い、
報告書を作成しました。

 ❸ ９月定例会にて事務事業の評価結果を報告（9月議会）
　9月議会の本会議上で、各常任委員会の委員長が、事務事業評価の結果について、報告を行いました。
報告の内容については、市議会のホームページに掲載してあります。

こちらのQRコードからご覧いただけます 

▲

 ❹ 事務事業評価結果の報告書を市長に提出（9月議会終了後）
　議長、副議長、議会運営委員長、３常任委員長が金丸市長に事務事業評価結果の報告書を提出し、今後の事務事業のさらなる
改善を求めます。

 ❺ 今後に向けて
　今年度、南アルプス市議会にとって初めての「議会による事務事業評価」を試行という形で実施しました。
　実施にあたっては先進地の視察や研究を重ね、準備して臨みましたが、準備の段階では見えてこない部分もあるため、実際にやっ
てみた上で振り返りを行い、できたこと、できなかったこと、事前の想定とは違っていたことなどを整理する必要があると考え
ます。
　今後、「議会による事務事業評価」については全議員による振り返りを行い、制度設計や運用方法等について検証し、来年度に
向けた改善につなげていきたいと考えています。
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　私たち市議会は現在議会改革を進めています。議会改革の
大きなテーマに「議会の見える化」があります。議会がどの
ような活動を行っているのかを、まずは市民の皆様に知って
いただき、市民の皆様からの議会や市政に対する声を拾い上
げ、市政に反映していくことが重要と考えています。
　第6期の南アルプス市議会が誕生してから間もなく2年が経
過します。この間の活動を振り返り、議会・議員が行ってきた
研修・視察についてご報告いたします。

　●実施した研修・視察の一覧表（R2.11.28 ～ R4.9.30）

研修・視察のご報告

南アルプス市議会改革  Vol.5-2■ ■特 集
研修の必要性 
　議員には議決責任があります。議案の中身を正し
く理解したうえで議決する必要があります。
　また、社会が複雑化・多様化し、行政の課題は多岐
にわたります。議員が市民の皆様のために活動しつ
づけていくためには、法律や制度について、最新の
知識を習得するなど、たゆまぬ努力が必要と考えます。

研修の振り返り
　第６期南アルプス市議会では、全議員を対象とし
た研修を積極的に行い、その中でも、特に議会改革
を中心とした研修に力を入れました。専門家を講師
として招き、講師からの説明や質疑応答により議会
課題の明確化や解決策に対する理解を深めました
（左表①⑤⑦⑯⑰⑱）。
　また、web 会議システムであるZoomを活用した
オンラインでの研修を行いました（左表⑥⑯）。これ
により、コロナ禍で、講師に来ていただかなくても
研修を行うことができました。
　さらに、議会で議題となっている案件についての
知識を習得するための研修も行いました（左表⑫）。

視察の振り返り 
　一般的に視察とは、政策課題に対する知見や情報
を得ることを目的に、実際に行って直接その現地を
見たり説明を聞いたりすることを言います。しかし
コロナ禍で県外への移動が制限されるなど現地に行
くことが難しかったため、Zoomを活用したオンラ
イン視察を行いました。この視察は、議会全体に関
係する課題である事業評価を内容とし、議員全員が
参加しました（左表⑧）。

　会派による視察については、例年は、各会派が政
策課題としている内容について先進地の事例を研究
するため県外への視察を積極的に行っていました
が、コロナ禍の影響により県外への移動が難しい時
期が長かったため、県外視察の件数は減少しました。
　一方、少人数による県内での視察は、コロナ対策
を徹底した上で行うことができました（左表③④⑪）。

ま  と  め 

●良かった点
　現在南アルプス市議会では議会改革を進めていますが、議会の制度や
議会改革に関する研修を実施することにより、議会改革に対する認識の
共通化を図ることができました。またタブレット端末の操作研修の充実
により、ペーパーレスによるタブレット議会をスムーズに導入すること
ができました。

●反省すべき点
　コロナ禍により活動や移動に制限があったため、例年ほどは研修・視
察を行うことができませんでした。

●今後に向けて
　おそらく今後もコロナ禍の影響は続くと見込まれ
るので、現地に行く視察とオンライン視察を、目的
や内容によってうまく使い分けるなど、ウイズコロ
ナに対応していく必要があります。
　議員の資質向上と議会全体のレベルアップのた
め、今後は研修や視察をさらに充実させていきたい
と考えています。

No 参 加 者 開催日 ●：研修
〇：視察 内  容 ★：オンラインで開催

① R3.2.9

② R3.2.10
③ R3.2.15
④ R3.5.12

⑤ R3.5.13

⑥ R3.8.4

⑦ R3.10.7

⑧ R3.10.18

⑨

全議員

新人議員

会派（南風）

会派（公明党）

全議員

全議員

全議員

全議員

会派
（新政南アルプス）

R3.11.4
～11.5

⑩ 会派（躍進会） R3.11.4
～11.5

⑪ R3.11.16

⑫ R4.2.18

⑬ R4.4.25

⑭
⑮

R4.4.28

⑯

会派（南風）

全議員

会派
（未来創政の会）
会派（新政南アルプス）

会派（南風）

３常任委員会
R4.5.10
R4.5.13

⑰ R4.5.16
⑱ R4.8.24

全議員

全議員

● インボイス制度について
   【講師】松浦孝太 氏（東京国税局）

〇 自主防災会組織の再編成について（韮崎市）

〇 オリーブオイルの商品化について（山口県 有限会社
    石野製作所、鹿児島県 鹿児島オリーブ株式会社）

● 議会改革について
  （全国市町村国際文化研修所）

〇 議会による事業評価について
  （茨城県守谷市議会）　　　　　　　　　　　  ★

● タブレットPCの操作研修
● タブレットPCの操作研修

● タブレットPCの操作研修　　　　　　　　    ★

   【講師】髙沖秀宣氏（元三重県議会事務局次長）
● 議員の資質向上と議会運営の基本

● 地球環境の現状と今後の国の施策
   【講師】奥村一利 氏（日本建築家協会山梨支部会長）

●〇 新人議員現地視察研修（南アルプス市内）

● 議会改革について
  【講師】髙沖秀宣 氏（元三重県議会事務局次長）

〇 タブレット議会について（富士川町）
〇 ふるさと納税の取り組みについて（富士吉田市）

● 議会改革について
  【講師】江藤俊昭 氏（大正大学教授）

● 脱炭素時代の国際関係と日本のエネルギー政策
  【講師】高橋 洋 氏（都留文化大学教授）　　　★

● 地方自治法について
   【講師】鵜沼信二 氏
　          （元全国都道府県議会議長会事務局次長）
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編集後記
　今、日本をはじめ各国では SDGｓ（エスディージーズ）の推進に取り組んで

います。この言葉はテレビをはじめ情報機関で見聞きしていることと思いま

すが、この活動は世界が一丸となって、2030年を目途に、持続可能な開発

目標17をテーマに掲げて推進しています。

　地球規模の問題（貧困、農業、福祉、教育、環境、経済、人権等）を解決

するために、各自治体や企業が貢献できる目標を設定し、またそれを達成す

るための169のターゲットを基に、きめ細やかな開発に向け、努力しています。

私たちも家や地域や職場でSDGｓに貢献できる方法がたくさんあると思いま

す。できること、できそうなことからまず取り組み、住みよいまちづくりに

参画していきましょう。

委員長／北村 千代子　　副委員長／松野 昇平　　
委　員／藤田 亜由未、保坂 健、三木 充、斉藤 諭
　　   　河野 木綿子、小林 敏徳　　　　

議会だより編集委員会

みなさんの傍聴をお待ちしております！
　事前申込不要  委員会も傍聴できます

●第４回定例会の会期予定
12 月 2日…………………本会議（初日）
　　  ５日 ～ 8日…………………委員会
      14日 ～15日………代表・一般質問
　   19日 ～20日…………………委員会
　　 22日………………本会議（最終日）

※日程等は、定例会前の議会運営委員会で正式 
　に決定されます。（日程が変更になる可能性
　があります。）

●第３回定例会の傍聴者数：20人
※報道関係者18人は除く

市民から  ひ・と・こ・と
HITOKOTO from the Citizen

　小学校に入学した孫がタブレットをいつか知らぬ間に使いこなしている。子供の適応能力は
たいしたものだ。
　私などは LINEの入力に四苦八苦している。先日、山日新聞にLINEの取り扱いが掲載されて
いたが、すぐに忘れてしまう。困ったものだ。
　ところで、市議会もYouTubeを使用した動画配信が実施され、いつでもどこでも議員質問
を視聴できるようになった。また、9月から市の情報も LINE 発信されるようになり、手軽に情
報が得られて、とても良いことである。
　デジタル化の波は益々早くなるので、古希を迎えてもスマートフォンやパソコン操作に慣れ
るように努力しようと思うこの頃である。

川村  正雄 さん
（地区／有野）

河野  要 さん
（地区／鏡中條下村）

　近くにスポーツ広場があり、最近、年配の方々が元気にグラウンドゴルフを楽しんでいます。
このスポーツ広場のグラウンドは鏡中條の下村区グラウンドゴルフチームの聖地といえる場所
でした。かつて先達が切磋琢磨をし、この場所から全国大会の代表選手になり数えきれない金
字塔をうちたてたのです。
　コロナ禍の３年間でここでグラウンドゴルフをする人がいなくなり、「夏草や兵どもが夢の
あと」となってしまいました。私は１年でグラウンドを整備し、かつての聖地の面影を取戻し、
多くの人達に参画していただき、グラウンドゴルフの面白さを知っていただき、生き甲斐まで
感じてほしいと思っています。
　これからも、おじいチャン、おばあチャン達の生き甲斐のために、市議会議員、市役所の方々
にはお世話になります。

市民から  ひ・と・こ・と 募集中

あなたの意見を『議会だより』で発表してみませんか。
市議会に対する意見や感想をぜひお寄せください。
【300 字以内にまとめてください】

　【提出先】

〒400-0395   南アルプス市小笠原 376 
南アルプス市議会事務局 宛
メール：gikai@city.minami-alps.lg.jp 　
 FAX：055-282-6459
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